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平成２１年度 揮発性有機化合物（ＶＯＣ）対策功労者の取組報告書 

 

部門 ＶＯＣ対策推進部門 

団体名 電機･電子４団体(※) 

 事業所関連化学物質対策専門委員会  

VOC排出抑制支援ワーキング（WG） 
(※)（社）日本電機工業会（幹事団体） 

（社）電子情報技術産業協会 

（社）ビジネス機械・情報システム産業協会 

一般社団法人 情報通信ネットワーク産業協会 

事業所の概要 電機・電子関連製造事業所の団体 

事業所の所在地 〒102-0082 

東京都千代田区一番町１７番地４（（社）日本電機工業会） 

担当部署名 （社）日本電機工業会 環境部 

取組の名称 電機・電子４団体におけるVOC排出抑制に向けた支援活動 

取組の概要 

 

電機・電子４団体（以下「４団体」とする）の会員企業では、会員企業が実

施しているVOC削減事例を収集することや広く公知の情報等についてもVOC

削減事例を収集し、これらを参考にVOC削減チェックリストを作成した。 

このチェックリストを会員企業が共有し、比較的コストをかけずにVOC削減

が可能な事例の導入推進を図ってVOC排出抑制に努めた。 

取組の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．背景 

４団体の会員企業では、製品の洗浄や表面処理工程において VOC を多く使用

していたことから、これまでにも VOC 回収装置の設置や溶剤の代替化等によ

ってVOC削減に取り組んできた。さらに、４団体では平成12年度を基準とし

平成22年度までにVOC削減目標30％削減を新たに掲げ、一層のVOC削減に取

り組むこととした。 

 

２．目的 

新たな VOC 削減目標を達成するために電機・電子４団体事業所関連化学物質

対策専門委員会（以下「専門委員会」とする)活動としてVOC排出抑制支援ワ

ーキングを設け、コストをかけなくても比較的効果が得られるアイデアを収

集し、広く会員企業間で共有できる活動を展開することとした。 

 

３．取組内容 

専門委員会の傘下に、9 社からのメンバーで構成される VOC 排出抑制支援 WG

を設立し、以下の活動を推進。 

（１）ニーズの調査：会員企業に向けた削減が困難な理由、削減推進するた

めに必要な情報、要望をアンケート調査 

（２）事例収集：多額の費用を投資しなくても実施可能な事例を中心に会員

企業より８８件のVOC削減事例を収集 

（３）VOC対策実施状況チェックリストの作成：既存のVOC削減に向けた関連

資料を分析し、工程中で実施可能な削減取り組みの項目を抽出し、洗浄・ 
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塗装・接着・印刷・その他一般の分野毎に対策実施状況を確認するチェ

ックリストを作成。（（２）と（３）を一覧表にまとめ、VOC排出抑制事

例とチェックリストを連動） 

（４）東京、大阪にてVOC排出抑制支援セミナーを開催、事例集の配布 

取組の効果 

1 ＶＯＣ取扱量等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 取組の特徴 

 

■電機・電子４団体会員企業における大気排出ＶＯＣ削減実績 

 取扱量（㌧） 排出量（㌧） 排出率（％） 

平成１２年度 

（基準年度） 

１０１，９３３ ２４，９８４ ２４．５％ 

平成１６年度 １０６，８５８ １７，２２６ １６．１％ 

平成１７年度 １１８，２５０ １８，０１８ １５．２％ 

平成１８年度 １２５，４８９ １６，８４３ １３．４％ 

平成１９年度 １３３，３７７ １６，６９２ １２．５％ 

平成２０年度 １１４，４２９ １３，６３５ １１．９％ 

 

■困難さ：同業他社の事例収集は前例がなく事例を収集すること。 

■斬新さ：①代替化、除害装置などの設備投資による VOC 対策はこれまで紹

介されていたが、事業者が具体的に工程中で考案した VOC 削減事例はノウ

ハウが多く含まれる。この事例集は各事業者が苦労して取り組んだ VOC 削

減ノウハウ事例が掲載されており、会員企業間で有効活用が図れた。 

②VOC削減実施状況チェックリストを作成するにあたり、既存のVOC排出抑

制に向けた約30の資料に記載されている削減対策の手法を分析・集約し、

一つのチェックリストとして纏めた。特にニーズの多かった工程中で実施

可能なチェック項目を中心に、洗浄・塗装・印刷・接着・その他に分類し

たVOC実施状況チェックリストとした。 

■応用性：取り組みに至った経緯・アイデアなどを記述、類似取り組みへの

展開を可能とする。チェックリストを活用し、自事業所の取り組みにおけ

る不足部分が判断でき、改善に繋がる。また、類似事例から、各社の事情

に応じて活用しやすいようにした。 

■汎用性：４団体会員企業より収集した VOC 削減事例であり、各事業場にも

類似の取り組み可能な要素に適用可能である。 

■コストパフォーマンス：比較的費用をかけずに実施可能な削減事例を中心

に収集したことから費用対効果が高い。 

本件についての取

材、照会等 

（社）日本電機工業会(ＪＥＭＡ)環境部 環境対策推進第二課 担当：吉野 

 〒102-0082 東京都千代田区一番町１７－４ 

 TEL：03-3556-5883／FAX：03-3556-5891 
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【参考資料】 

 

１．事前調査：アンケート結果 

会員企業への事前アンケート調査１

14310接着工程

013印刷工程

14259661その他工程

6211662174洗浄工程

10173990塗装工程

件数
うち工程中における
ＶＯＣ対策に課題が

あるとする対象の排出量(トン)

対象となる
大気排出量
（トン）

削減が困難なＶＯＣを使用する工程のアンケート調査

 
 

会員企業への事前アンケート調査２

排出率５０％以上を対象に削減困難理由を分類

5製品洗浄に必要で削減困難

5設備・治具洗浄を開放系で使用している為に削減困難

9現場での削減努力には限界がある（使用量削減困難）

14代替化の技術的課題

14開放系で使用の為に削減困難

21生産数の変動に依存する

7その他（削減困難、代替化検討中など）

5要件を満たす回収・除害装置が無い

71製品品質・作業効率を満足する代替品が無い

10回収・除害装置導入の予算確保が困難

14客先要望で変更が困難

2試験、開発で使用の為に削減が困難

件数削減困難理由の分類
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２．電機・電子４団体による大気排出ＶＯＣ削減実績 

（単位：トン）

ＶＯＣ合計 基準年度
（平成12年度）

平成
16年度

平成
17年度

平成
18年度

平成
19年度

平成
20年度

最終目標
（平成22年度）

取扱量*1   a 101,933 106,858 118,250 125,489 133,377 114,429

排出量     b 24,984 17,226 18,018 16,843 16,692 13,635 17,489

排出割合  b/a 24.5% 16.1% 15.2% 13.4% 12.5% 11.9%

31 28 33 33 45 30

104 93 109 111 151 100

194 173 177 165 156 －

全国

排出量の
削減率（％）*2

排出量の
目標達成率（％）*3

自主取組み
参加事業者数（社）*4

 

※１ 取扱量：PRTR法の定義に準拠 

※２ 削減率(％)＝(基準年度の排出量－当該年度の排出量)/(基準年度の排出量)×100 

※３ 達成率(％)＝(基準年度の排出量－当該年度の排出量)/(基準年度の排出量－目標排出量)×100 

※４ 自主行動計画参加事業者数：電機・電子４団体では会員会社全体でVOC削減努力を行う。 

ここに記載の事業者数は、データ集計を行っている年間取扱量１トン以上の事業者数で

事業の統廃合や生産拠点の改廃などで数値が変化する。 

101,933106,858
118,250

125,489
133,377

114,429

基準年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 22年度

目標
▲30%24,984

17,226 18,018 16,843 16,692
13,635

17,489

30,000

150,000

取扱量
排出量 (t)

24.5%

15.2% 13.4% 12.5% 11.9%

16.1%

25%

15%

20%

10%

排出割合（排出量／取扱量）

基準年度比
45%削減
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３．ＶＯＣ実施状況チェックリスト（一部抜粋） 

   

 


